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第 256号 

令和 2年 7月 1日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

昭和 16年(1941) 
市制発足祝賀会 

昭和 31年(1956)第 2次合併祝賀式 

昭和 36年(1961) 
北陸エアターミナルビル完成 

 ７月 15日は，三元の一つの中元に当たります。古く中国では，上元(正月 15 日)，下元(ｶｹﾞﾝ／10 月 15 日)と

共に，三元の一つとして祝いました。日本では，盆行事と結び付いて普及し，この日は，祖先の供養に墓参し，

親類知人を訪問し合って，一年の無事を喜び合いました。やがて，その際の贈答もしくは贈答品をも中元と呼ぶ

ようになり，仏前の供物から，食料品ばかりでなく，衣料品や什器など様々な品物を贈るようになり，中元商戦

へと発展しました。1 年の半ばを過ぎると，中元で頭を悩ませますが，今年はコロナにも気を掛けながら，３密

にならないように，買い物を済ませましょう。 

買い物を済ませてください。 

第 1部 政治行政 

 第 1章 明治前期と小松 （宮下和幸） 

 第 2章 町村制下の小松町（松村 敏） 

 第 3章 町村制下の農山漁村（山本吉次） 

 第 4章 小松市制の発足（山本吉次） 

 第 5章 戦後小松市政の展開（平野 優） 
 

第 2部 社会 

 第 6章 地域社会と地域組織 

  第 1節 自治組織（山本吉次） 

  第 2節 青年団・婦人会（新本欣悟） 

  第 3節 宗教と地域社会（太多 誠） 

 第 7章 軍事と国民統合（新本欣悟） 

 第 8章 国内と海外の移民 

  第 1節 国内移民（新本欣悟） 

  第 2節 ブラジル移民（太多 誠） 

 第 9章  社会事業と福祉（平野 優） 

 第 10章 社会運動（太多 誠） 

 第 11章 災害と防災 

  第 1節 災害〔火災・水害・雪害〕（山前圭佑） 

  第 2節 防災〔梯川治水・消防〕（新本欣悟） 
 

第 3部 小松市域の諸相 

 第 12章 小松飛行場（平野 優） 

 第 13章 鉱毒問題（平野 優） 

 第 14章 加賀三湖の干拓（太多 誠） 
 

 (写真は小松市立博物館提供) 

 今年度，発刊予定の標記『近現代編』は，編集のための部会が，コロナの影響で，開催が延期されており

ますが，昨年度末の部会で目次と担当割がほぼ決定し，3部 14の章立ての構成で執筆を進めています。 

市制 80周年にふさわしいタイムリーな内容で，80年間の小松市の全容も盛り沢山に紹介されます。 

昭和 22年(1947) 
昭和天皇巡幸 

昭和 7年(1932) 
橋南の大火 



＜７月のカレンダー＞ 開室時間 10：00～12：30/14：00～16：00 （火～土） 

＊     は閉室しています。開室時間は，図書館の開館時間に合わせてあります。上記以外の時間で，御用 

   のある方は，9時から 17時まで受け付けていますので，下記にご連絡ください。 

市制 80 周年記念 『写真でふりかえる小松市～生まれ変わった施設～』 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 芦城公園内 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/toshokan/shishihensan/index.html 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

6/28 6/29 6/30 1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31 8/1 

 

今月と来月は，｢生まれ変わった施設｣を図書館西口のショーウィンドーで

展示していますが，市制 80周年にちなんで，この紙面では，市役所の建物の

変遷(明治～昭和)を取り上げてみました。(写真は小松市立博物館提供) 

昭和 15年(1940)，市制施行時に

町役場をそのまま市庁舎とした。

しかし，老朽化と職員数の増加に

より，同 26年，能美郡役所の地に，

鉄筋コンクリート地下 1 階，地上

3階建ての新庁舎が落成した。 

 

 

 

 

◇ 能美郡役所 

明治 11 年(1878)，郡区改正により，

現小馬出町に，能美郡役所が設けられ，

249 ヵ町村を管轄した。初代郡長は加藤 

恒。郡制廃止まで 18人が交替している。 

◇ 小松町役場 

 

 

 

＜事務局 ６月の活動状況＞ 

・６月 18・25日 『近現代編』編集打合せ 

・６月 19日(金) 小松町会議案調査 

・６月 19日(金) 海外移民関係資料調査 

・６月 30日(火) 永甫家文書資料調査 

＜事務局 ７月の活動予定＞ 

・７月 １日(水) 永甫家文書原文資料調査 

・７月 19日(日) ブラジル移民関係聞取り調査 

・近現代・通史部会は延期 

能美郡役所 

小松町役場 

小松市役所(昭和 15 年) 

小松市役所(昭和 26年) 

明治 22年(1889)4月 1日の町村制施行 

により，旧能美郡は 2 町(小松町・安宅町)42 村となった。明治 20 年に建て

られた通成館(能美郡物産館)を充用し，役場が小馬出町 2番地に設けられた。 

◇ 小松市役所 

昭和 27 年

に市役所の

一部を移築

し，図書館

として開館 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

